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少年自然の家でできること 

 

 

 

       ～森のおみやげをつくろう～ 

 

森を歩いていると，時に自然の落し物に出会います。ドングリやマツボックリ等の木の実は、

どんな世代であっても思わず手に取る人が多いことでしょう。そのままでもよいのですが一工夫

して作品を作ってみませんか。 

 作品の出来はその人の感性が出ます。たとえすべて同じ木の実を使っても、出来上がりが全く

同じにならないところが魅力でもあります。 

 

 

１．準備物 

   少年自然の家にあるもの 台木、ヒートン、ひも、ホットボンド、木工用ボンド、工具類（は

さみ、きり、のこぎりなど） 

   準備していただくもの  木の実、枯れ枝、絵の具、ポスカなど 

 

２．場所と時間 

   自然の家“ふれあいの森”   30分～１時間 

       “創作室”      １～２時間 

 

３．費用 

1セット 150円 

 

４．指導について 

自主活動ですので職員の指導は行いません。 

 

５．方法・進め方 

① ふれあいの森をゆっくり散策しながら木の実な

どを拾う。自分の直感で，また，作りたいものを

思い浮かべて拾うのもよいでしょう。 

注意点 

 木に実っているものをむやみに取らないこと。 

 

② 拾ったものでクラフトをする。ドングリに目を書いたり，枝を切って手足に見立てたりと工

夫してみてください。型にとらわれず，自分なりの作品を作ってみましょう。 

    

③ 作った作品を友達と見せ合う。同じように作っても，どこか違うはずです。 
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＜作品例＞ 
 


